
 
 

 
 

規制改革実施計画（令和２年７月 17日閣議決定） （抜粋） 

 

 

（7） 放送を巡る規制改革 

No. 事項名 規制改革の内容 実施時期 所管府省 

14 

インターネットにおける

放送コンテンツの円滑な

流通に向けた制度整備 

a １．放送のインターネット同時配信等、

２．拡大集中許諾制度等、３．孤児著作物の

裁定制度及び協議が整わない場合の裁定制

度の３点について、総務省は、ローカル局を

含めた放送業界としての現状の課題とその

原因を基に、要望を具体的に取りまとめる。

その上で、総務省とりまとめ案について、総

務省及び文化庁が共同して、アウトサイダー

を含む権利者や関係者等から意見聴取を行

った上で、１、２、３のそれぞれについて検

討、結論を得る。各々の結論については、文

化庁において再度権利者や関係者等からの

合意を得たうえで、著作権等に係る法的な検

討を行い、優先度の高いものから順次制度設

計を行い、法案概要を作成する。特に、放送

のインターネット同時配信等を著作権法上、

放送と同等に扱うことについては丁寧に議

論を行う。 

b インターネット配信まで見据えた、放送

事業者と権利者がWin-Winの関係となる契約

を促す観点から、放送事業者が権利者に支払

うべき適切な使用料について議論を行うよ

う、放送事業者と権利者の間で検討の場が設

けられるよう、必要な措置を講ずる。 

c ローカル局によるネット配信の促進に向

け、いかなる支援を必要としているかについ

て、総務省において調査・検討を行い、その

結果を踏まえて、例えば、相談窓口の設置、

人材支援等、必要な支援策を講ずる。 

d インターネット同時配信以外の、その他

ウェブキャスティングにおける権利処理の

在り方について、総務省においてウェブキャ

スティング事業者の権利処理における課題・

要望を整理し、文化庁がその検討状況を踏ま

えつつ、集中管理の促進による権利処理の円

滑化を図る。 

a：１、３について

は、令和２年８月末

まで要望を取りま

とめ、令和２年10月

末までに検討・結

論、令和２年12月末

までに制度設計及

び法案概要を作成

した上で、令和３年

通常国会での法案

成立を目指す。２に

ついては、１、３を

優先的に措置した

上で、令和３年中に

改めて要否を明ら

かにする。 

b：令和２年度措置 

c：令和２年度調査・

検討・結論、令和３

年度措置 

d：令和２年度検討・

結論 

a,d：総務省

文部科学省 

b,c：総務省 
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